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まず目立った点は、訪問した施設の多くで UAE指
導者層の功績を称賛し、その正当性を強く打ち出す
傾向が見られたことである。たとえばアブダビ文化財
団（Cultural Foundation）内に位置する子ども図書
館（Abu Dhabi Children’s Library）では、UAE史
関連書籍のほとんどが建国の父といわれるザーイド・
ビン・スルターン・アール・ナヒヤーン（Zayed bin 
Sultan Al Nahyan, 1918-2004）に関する絵本や児
童書だった。他の施設でも、ザーイドをはじめとした
UAE指導者層を讃える傾向が顕著に見られた。『アラ
ブ首長国連邦歴史百科事典Encyclopedia of UAE 
History』の編纂事業を推し進める国立図書館・公
文書館（National Library and Archives）には、指
導者層を讃える博物館が併設されていた。シェイク・
ザーイド・グランド・モスク（Sheikh Zayed Grand 
Mosque：以下グランド・モスク）や大統領官邸（Qasr 
Al Watan）といった主要な観光施設に設置されてい
た解説パネルも、施設の理念とザーイドとの関わりを
強調する説明から始まっていた（写真 1）。
特に大統領官邸では、『アテナイの学堂』を背景に
設置されたテレビから、「指導者とはいかなる存在か」
をテーマとした動画が終日放映されていた（写真 2）。
この約 3分半の動画は、アラビア語版と英語版が交
互で流れ、いずれも「優れた指導者の条件とは何か」
という問いかけから始まる 2 。イブン・ハルドゥーンや
セネカといった、世界的に知られる歴史上の人物を引
き合いに出しながら、まずザーイドの卓越した指導者
としての資質を確認し、その遺産としての現 UAE指導
者層を讃える内容となっている。上述した施設に限ら
ず、筆者が街で立ち寄った書店や土産物店でも、UAE
指導者層の伝記や偉業に関する書籍が多数陳列され
ていた。
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写真 1：グランド・モスク内にあるザーイド・ビン・スルターン・アー
ル・ナヒヤーンの廟。廟の中では、複数人のウラマーが 24 時間
交代制でクルアーンを読誦している。多くの人々がザーイドに敬意
を表すため訪れるという。（筆者撮影）

本稿では、2025年 1月末から 2月上旬までアラブ
首長国連邦（以下 UAE）のアブダビで行ったフィール
ドワークについて報告する 1 。

UAEは建国から半世紀余りとその歴史が比較的短
いと同時に、総人口の約 9割を外国人が占める特徴
的な社会構造を有する。こうした状況を背景に、これ
まで多様な文化・教育政策が展開されてきた。これら
の政策は、アラブ君主制国家としての理念や国教であ
るイスラーム教を尊重しながら、欧米由来の手法やコ
ンサルティング機関の知見を取り入れ、両者の調和を
模索する形で進められている。今回のフィールドワー
クは、海外機関との連携が活発なアブダビの文化・宗
教施設を対象に、今日の UAEにおける価値観形成の
動向について探ることを目的としたものだった。特に、
UAEの基本理念や国家像を確認するとともに、海外
機関との連携を通じた価値観形成が具体的にどのよ
うな方向性を持ち、どのように実践されているのかに
ついて把握することを目指した。
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の価値を強調している様子も明確に見て取れた。た
とえば 2017年に開館したルーヴル・アブダビ美術館
（Louvre Abu Dhabi）の展示は、既存の地理的・歴史
的枠組みを超えた世界史的視点をコンセプトの一つ
としている。そのため、展示には多様な文化交流を強
調する傾向が見られた。同美術館の学芸員たちの論
文や UAE高官による序文を収めた『世界が混交する
美術館Worlds in a Museum』（2020年）には、「単な
る歴史理解だけでなく、世界における自身の位置づけ
や立場を認識し、様々な情報に通じた文化的な世界市
民（global citizens）となる次世代の育成を支援する」
という理念が明確に記されている 3 。加えて、常設展
示の入り口を飾るGrand Vestibuleでは、「ルーヴル・
アブダビのプロジェクトの核心にある最も重要なテー
マ」として「人類全体に通じる［文化的営みの］普遍性」
が掲げられている 4 。常設展示は以下の通りである；
0 Galleries Entrance, Grand Vestibule, 1 The First 
Villages, 2 The First Great Powers, 3 Civilisations 
and Empires, 4 Universal Religions, 5 Silk Roads, 
6 Lords, Kings, and Caliphs, [6.5] Cosmography, 
7 First Globalisation, 8 World Empires, 9 Towards 
a Modern World, 10 Questioning Modernities, 11 
A Global Stage, 12 Memory of Signs5。 
さらに、UAEが多様な宗教、文化、価値観の架け
橋となるグローバルハブ（global hub）としての役割
を担い、国際社会における対話と相互理解を推進す
る中心地としてのアイデンティティを打ち出そうとして
いることも明瞭であった。例として、UAEを象徴するモ
スクとして名高いグランド・モスクや、アブラハムの宗
教（イスラーム教、キリスト教、ユダヤ教）の礼拝所
が並び立つ複合宗教施設であるアブラハミック・ファ
ミリー・ハウス（Abrahamic Family House：以下
AFH）が挙げられる。上記２つの施設では、特に「共
生」や「多様性」、そして「寛容」や「対話」といっ
た理念を強調する傾向が見られた。グランド・モスク
は、その建築自体がこれらの価値観を象徴し、寛容
と多様性の精神を体現しているとされる（写真 3）。デ
ザインや建設には、UAEのみならず世界中の職人や
素材が用いられており、この融合によって「世界をつ

なぐ」建造物としての意義を持つという 6 。公式サイト
によれば、グランド・モスクは「建国の父［ザーイド］
の先見的な構想を具現化したもの」である 7。その構
想とは、グランド・モスクが「UAE社会に深く根付き
つつ、先駆的な宗教・文化施設としての役割を果たし、
国際的な訪問地となり、多様な文化が交差し響き合う
場を提供し、寛容と文化間対話を促進する場となるこ
と」である 8。同サイトはさらに、グランド・モスクが
世界的な観光名所として確固たる地位を築いたことこ
そが、この理念の実践と現在の指導者への継承を証
明するものだと述べている。
グランド・モスクでは、「共生」「多様性」「寛容」「対
話」といった理念を、特に建築を通じて具現化しよう
とする意図が強調されていた。一方、複合宗教施設の
AFHでは、施設の利用者や訪問者との人的交流を通
じてこれらの理念を実践しようとする姿勢が見受けら
れた。そのためか、AFH開設に関する展示は充実し
ているものの、個々の宗教について詳しく知るための
展示は多くない。各宗教に関する専門的知識を深め
たい場合や、AFHの視点からの宗教解釈を学びたい
場合には、物足りなさを感じる可能性がある 9 。AFH
の特徴は、人々がオープンに交流できる場を提供して
いる点にある。同施設では、多くの UAE市民と在住
外国人によって構成される現地コミュニティの活動が
活発であり、参加者同士の交流やイベントが頻繁に開
催されている。そのため、施設内で人 と々の対話を試
みたり、イベントに参加したりすることで、関心のある

写真 2：大統領官邸「知識の館」内の展示。（筆者撮影）
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テーマについて活発な議論に触れることができる。た
とえば筆者は、AFH主催の座談会に参加させていた
だいた。AFHでは月に一度のペースで座談会が開催
されており、希望すれば外部の来館者でも参加でき
る。この座談会では幅広いテーマが扱われるが、基
本的に在住者向けの内容が多いため、現地に暮らす
人々の視点からUAEの現状や課題、将来の展望など
について理解を深めることができる。筆者が参加した
際には終始アットホームな雰囲気が漂い、初めての参
加にも関わらず、自然と議論の輪に入れていただけた
（写真４）。
今回のフィールドワークを通じて、主にUAEの文
化・宗教施設における理念の主張や歴史叙述のあり
方から、UAEがどのように自国のアイデンティティを形
成し、世界に向けて発信しているのかを読み解くこと
ができた。一方で、UAEの価値観形成に貢献すると
思われる国定教科書の閲覧・入手は実現しなかった。
現地で面会した識者によれば、検閲が厳しく、国定教
科書を自由に閲覧・購入できる環境が整っていない可
能性があるとのことだった。今後の研究を遂行するに
あたって、教科書を閲覧ないしは入手できる経路や方
法などを明らかにしていきたい。
最後に、今回訪れたいくつかの図書館について記

しておきたい。① 国立図書館・公文書館：国立図書
館は「国立図書館・公文書館」が入る建物の 2階に
位置する小規模な図書館である。館内の書棚に並ぶ

本の数は多くないが、司書の方に頼めば関心のある
分野の書籍をいくつか選んで持ってきてもらえる。書
籍や公文書のデジタル化が進んでいるため、公式サイ
トを活用することで必要な資料を効率的に探せる。② 
大統領官邸付属図書館（Qasr Al Watan Library）：5
万冊の蔵書を持つこの図書館は、外国からの訪問者
を含め、誰でも利用可能である。ただし、図書館利用
者用の入り口と官邸訪問者用の入り口が異なるため、
入館時には注意が必要だ。利用する際は、ビジター・
センター到着時に図書館利用の旨を申し出る必要が
ある。官邸訪問者は専用バスで官邸入り口まで移動す
るが、図書館利用者は別の入り口へ案内される。③ ア
ル＝ジャーミィ図書館（Al Jami’ Library）。グランド・
モスクの付属図書館で、モスク見学後に立ち寄ること
ができる。蔵書は、イスラーム関連諸学や UAE関係
の書籍、定期刊行物、貴重書、児童書など幅広い。
館内ツアーがあるため、初めての訪問でもスムーズに
利用できる。なお、UAEでは多くの施設が金・土曜
日に休館するのに対し、この図書館は土・日曜日が休

館日なので注意が必要である。④ アブダビ子ども図
書館：図書館全体の特徴として、アラビア語書籍と英
語書籍が区別なく混在して配置されている点が挙げら
れる。施設の職員や訪問していた家族もアラビア語と
英語を自在に切り替えながら会話をしており、英語教
育を重視してきた UAEの成果が明確に表れていた。
本図書館の蔵書はすべて児童書であり、訪問者の多

写真３：シェイク・ザーイド・グランド・モスク（筆者撮影）

写真４：アブラハミック・ファミリー・ハウス主催の座談会の様子
（筆者撮影）
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くは子ども連れの家族である。そのため、大人だけで
入館すると警備員や職員の方々に不思議そうな目で
見られることがある。特に問題視されることはないが、
必要に応じて訪問目的を説明するとよいだろう。
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